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あの人はどう見る ?

Q1．調査結果をご覧になって、どう感じま
したか？
個別に雰囲気（ラポール形成）に配慮し時間を

かけて行う調査は、多くを対象に一定の形

式で行う調査とは異なり、一人一人の子ど

もを存在感のある生きる主体者として捉え

ることに有効です。子どもの語りには動機、

いきさつ、過程、結果等が物語として語ら

れ、10歳の子どもの個別具体性に焦点が当

たっているので調査目的に照らして適切（ナ

ラティブアプローチ）だと感じました。全体に

は感動が少なく「なんとなく」が多用されて

います。

Q2．意外だったこと、あらたに気づいたこ
とはありますか？
自宅の位置、自宅の窓から見える景色の方

面を認識していないのに驚きました。子ど

もの生活は自宅・塾などの「点」あるいはそ

れをつなぐ「点と線」で構成されていて、生

活圏などの面的な認識が低くなっているの

かもしれません。

親子関係の濃密さ、親への相当な気遣い、

普通に生きていく等、意外な面が多々あり

ます。「狭い世界にいきている」「（掃除）だん

だん本格的になってきた」など、自分をとら

える「メタ認知」ができていることにも気付

かされました。

Q3．子どもたちがそれぞれの個性を発揮す
るために、大人として何ができると思いま
すか？
子どもは社会を構成する有為な存在である

と捉え、実生活・実社会（生きた事実）と直接

関わり合う機会を作っていく必要がありま

す。そうした中で、感じ、考え行動する体験
（知・情・意の育ち）を積み上げていけるように

する。大人が、子どもは発達に即した知・

情・意を持っているという「肯定的子ども

観」を形成し、価値観を広げ、子どもの試行

的で持続的な力が発揮できるように子ども

と関わることなどが大切だと思います。
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第1話「さいごもグー」
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［次回予告］

5人のこどもたちのリアルな日常の一部

を追体験することができました。保護者

アンケート結果を見ると、保護者の方で

さえ、自分のこどもが“自分が思ったよ

り”“自分の想像以上”だと感じられたこ

とが多々あったようです。これからも日

本全国のこどもたちの“リアル”になんと

か迫っていきたいと思います！（S）

「歯医者さんが大好きなのは、ぼくが（治

療を受ける）心の準備ができるまでじっ

と待っていてくれるから。」「分け隔てな

くどの子どもにも優しいのがいい先生だ

と思う。」本当に優しい大人と優しいふ

りをしている大人をちゃんと見極めてい

る。そして、それを尺度として自分の中

で設定している。素直にすごいなあと思

いました。（Y）

「スッキリする」という言葉から、その子

がサッカーや掃除、勉強の中に自ら課題

を見つけ、乗り越える楽しさを感じてい

る様子が伝わりました。一方で、こころ

のモヤモヤを何とか伝えようとしながら

上手く言葉に出来ず、あきらめてしまっ

た子もいました。その言葉にならない言

葉も含めて、一人一人の言葉を掘り起こ

していきたいと思っています。（F）

学力が高そうな子どもでも「勉強が嫌

い！」とアピールしていたのが気になり

ました。何のためか親も説明できないも

のを詰め込まれ続けているとしたら、そ

れは辛いだろうなあと。これは、多忙を

極める東京の子どもたち特有のことなの

か、それとも日本全国同じなのか。これ

からの様々な地域での写話調査で検証

していきたいと思います。（W）




